
国内初のPCB廃棄物現地無害化処理を実施
「鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理事業：ジオスチーム法」

工 事 概 要

写真-3 処理装置全景

横浜市港北区の新横浜駅から約500ｍの場所で、鶴見川多目的遊
水地工事において発見・保管されていたPCB等の有害物質濃度が比
較的高いPCB廃棄物（一時保管土A）を、鶴見川多目的遊水地内に
新たに設置したPCB廃棄物中間処理施設で、国土交通省の「自ら処

理」として無害化処理を行ないました。処理完了後はそれらの設
備を撤去し原状回復しました。

PCB廃棄物の無害化処理は、1,100℃以上での高温焼却あるいは
国による廃棄物処理法に基づくPCB処理技術の技術評価を受けた化
学分解法で行う必要があります。

本工事では、株式会社鴻池組が株式会社東芝および株式会社テ
ルムと共同開発し、PCB処理技術評価を取得済みのジオスチームTM

法（還元熱化学分解法）を用いて行いました。

１．工事件名 鶴見川遊水地土壌改良工事

２．工事場所 横浜市港北区小机町及び鳥山町地先

３．工 期 平成 21年 2月28日～平成 25年10月31日

環境影響評価 平成21年 3月 ～ 平成25年 6月

施設の設計・建設 平成21年 3月 ～ 平成24年 2月

処理の実施 平成24年 3月 ～ 平成25年 6月

施設の解体・撤去 平成25年 6月 ～ 平成25年10月

４．請負金額 ￥2,574,600,000-（税含）

５．発 注 者 国土交通省関東地方整備局 京浜河川事務所

６．工事目的 廃棄物処理施設の建設及びPCB産業廃棄物の現地処理

７．処理対象物 PCB特別管理産業廃棄物 5,828m3 / 9,248t

PCB濃度 処理前 最大30 mg/kg   処理後 ≦0.1mg/kg

写真-2 施設の全景
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ジオスチーム法の処理フロー

水蒸気分解プロセス

間接熱脱着プロセス

土壌から蒸発させた汚染物を
水蒸気で分解して無害化処理
（水蒸気は土壌中水分由来）

土壌や汚泥を加熱してPCBや

ダイオキシン類等の汚染物質
を揮発させて浄化する。

浄化した土壌や汚泥は再利用やセメン
ト原料などとして再資源化できます。

排ガスは水噴霧による除塵を行い、
さらにHEPAフィルタ、活性炭フィ
ルタで浄化して大気放出します

ジオスチーム法の原理

「ジオスチーム」は㈱東芝の登録商標です。
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㈱鴻池組 環境エンジニアリング本部
東京 TEL 03-5201-7920
大阪 TEL 06-6245-6589
https://www.konoike.co.jp/request/index.php

おかげさまで、私たち鴻池組は
２０２１年で創業１５０周年


